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た
の
し
か
っ
た

季
節
保
育
所

五
月
の
農
繁
期
と
と
も
に
開

校
さ
れ
た
八
束
、
今
金
、
花
石

種
川

の
季
節
保
育
所
も
、
さ
ぴ

L
い
糸
、を
迎
一
え
て
問
所
さ
れ

ι'-

長
い

間
の
こ
と
で
あ
る
。
約

二
百
人
の
子
供
た
ち
は
朝
早
{

か
b
夕
方
ま
で
、
保
母
さ
ん
の

も
ど
て
た
の
し

い
毎
日
を
す
ご

L
て
さ
た
。
幸
い
心
配
さ
れ
た

交
通
事
故
に
も
あ
わ
ず
に
。

お
か
げ
て
秋
の
攻
作
業
も
一

段
ど
は
か
ど
り
史
よ
最
高
の
豊

作
を
迎
一
え
る
こ
ど
も
で
さ
た
。

こ
れ
ひ
ど
一
え
に
保
母
さ
ん
の
た

く
ま
し
い
協
力
の
賜
も
の
で
深

〈
敬
意

E
表
L
た
い

。
と
も
あ

れ
ネ
の
交
通
事
故
は
日

1
Lに

増
え
る
.か
新
入
学
児
童
の
た
め

に
も
一
層
の
配
慮
が
心
委
て
あ

A
M
O
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昭
和
制
年
度

醸麓韓鶴襲費

決

算

で

犯

m凶
阿
ぬ
附
町
議
会
は
十
一
月
三
十

円
招
集
さ
れ
、
昭
和
四
イ
一
年
度
一
般

特
別
会
計
の
決
筑
に
つ
い
て
十
二
月
七

日
ま
で
誹
秘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果

脱
衣
委
員
の
帯
持
の
と
お
り
正
当
で
あ

る
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
引
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
深
い

E
4昔
よ
せ

て
い
る
こ
之
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
こ

町
税
全
体
の
何
M
M月

そ
こ
で
一
般
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
で
す
が
三
寸
八
万
六
千

八
百
円
十
一
一
円
の
県
宇
に
な
り

ま
し
た
。
つ
ぎ
に
蔵
入
総
決
算

額
は

二
位
八
千
三
百
七
十
二
万

一
1
1
四
百
四
十
ヒ
円
、
歳
入
は

三
倍
八
千
三
百
三
J
h
一ニ
万
凶
千

六
百
五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
も
な
慨
叫
は
、
自
主

的
財
視
と
し
て
町
税
、
地
方
交

付
税
が
あ
っ
て
歳
入
の
凶
五

五
百
戸
を
占
め
て
お
り
、
残
る
依

存
財
源
は
町
問
、
国
庫
、
道
支

出
金
の
五
凶
・
五
%
で

蹴
入
が

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町

も
い
か
に
依
存
度
が
向
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
〈
図
表
1

〉

一
般
会
計

万

6
千

円

の

黒

字

りのいめわポ 1mん
ま深つ努せ~題亡'
せいて力、をでの
んJ!Jlもを町通も行
。解門傾民じあ政
と滑けの、り軌
協なて有"他ま行
力行い布1:1tすに
を政まと l廿 o;<，1 
え迎す ~I 政町し
な 2置が前のはて
けは 、I:'Ji市iあ も
れ、なと了fらi[(
ば町んのとゆ~
な民とたあるな

総
務
費
に
決
ぐ
産
業
費

一
方
、
成
出
に
あ
っ
て
は
総

務
問
が
肢
も
向
く
全
体
の
三
=
一

.
六
百
月
次
い
で
ぬ
林
水
産
業
引

が
二
五

・
六

%
、
土
木
町
一

0

・
六
係
以
下
教
育
的
、
民
引
け
絞

旧
費
、
民
生
賀
、
公
町
、
消
防

問
、
議
会
費
の
削
に
な
っ
て
い

ま
す
〈
図
表
2
)

ま
た
蹴
出
の
お
も
な
事
業
は

庁
舎
建
設
位
、
同
仰
nm賦
入
山
H

が
あ
わ
せ
て
六
千
五
百
宍
万
円

、
民
林
水
産
業
政
で
は
、
病
f
H

虫
防
除
補
助
な
ど
八
百
三
十
万

円
、
高
産
奨
励
事
栄
町
三
百
七

万
円
、
同
桁
道
路
、
飲
料
施
設

三
百
凶
十
六
万
六
千
円
、
出
来

桝
造
改
善
対
策
的
一
千
百
九
十

八
万
二
千
円
、
民
村
屯
化
対
策

山
口
二
百
三
イ
一
万
円
の
ほ
か
林

業
山
口
は
拙
治
改
税
対
抗
も
あ
わ

せ
凶
千
二

l
三
万
四
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
土
木
れ

に
あ
っ
て
は
道
路
橋
梨
山
、
河

川
政
、
都
市
出
岡
山
H
あ
わ
せ
て

二
千
二
百
七
十
万
五
千
円、

公

営
住
宅
住
設
伎
が
一
千
二
百
八

万
二
千
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す

ζ
め
陪
か
教
育
山
口
も
プ

I
ル

建
設
設
が
五
百
七
十
八
万
七
千

円
、
教
日
住

!τ、
特
別
教
室
の

建
設
に
二
百
八
十
万
円
が
投
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
豊
か
な
町
，
つ
く
り
社

会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
も
そ

れ
ぞ
れ
分
担
さ
れ
て
い
ま
す
が

四
十
年
度
に
比
較
し
て
県
平
の

少
な
い
の
は
阿
則
的
な
市
来
を

附
逃
し
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

総務費

128. 50S千円

33 .・6
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湾
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ヨ事

お
た
が
い
に
人
権
を

尊
重
し
ま
し
ょ
う

wm介
入
権
一H
J
は
一
九
問
八

年
十
二
月
十
日
間
迎
総
会
に

お
い
て
探
択
さ
れ
、
広
く
刊
界

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
り
立

告
は
、
山
界
の
全
て
の
人
々
の

宰
稲
な
生
前
を
実
現
す
る
た
り

に
、
人
制
に
と
っ
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
恭
本
的
権
利
、
白

巾
を
一市し
、
開
拝
的
な
す
場
か

ら
こ
れ
ら
の
椛
利
、
口
出
世
保

応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
人
は
、
国
出
か
か
ら
も

他
人
か
ら
も
そ
の
人
怖
を
H

祝
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
他
人

の
人
相
を
叫
す
こ
と
こ
と
な
く

、
自
由
を
平
有
す
べ
き
こ
と
を

宜
戸
し
た
も
の
で
す
。

部
十
九
回
「

人
情
週
間
」
は

十
二
月
四
日
か
ら
十
円
ま
で
と

な
っ
て
レ
ま
す
が
、
m
U
以
イ
八

四
を
通
じ
て
図
民
的
人
刊
認
識

は
し
だ
い
に
日
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
人
柄
以
引
の
事

例
は
近
年
公
科
、
空
洞
災
引
な

ど
の
新
ら
し
い

m
mが
明
大
、

門
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
相
侵
害
を
絶
開
す
る
た

め
に
も
人
服
擁
純
忠
相
の
普
及

を
同
り
、
と
く
に
例
人
の
「
名

柱
、
伝
川
の
都
市
」
に
匝
点
を

お
き
、
相
互
の
人
柏
思
保
田
骨
発

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
日
、
安
部

町

長

の

た

こ

れ

に

対

し

て

安

部
町
長
は

栄
与
を
讃
え
よ
う
左
町
内
「
こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
人
の
泣

か
ら
約
一一
百
人
の
関
係
者
主
と
町
民
の
深
い
協
力
に
よ
る

が
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ
、

も
の
、
と
ん
ご
も
全
力
を
発
展

広
い
公
民
館
も
ぎ
っ
し
り
に
傾
け
ま
す
」
と
時
謝
の
こ
と

祝
賀
会
の
発
起
人
を
代
表
ば
を
述
べ
視
症
に
入
り
ま
し
た

し
て
、
消

水

述

ム

口

町

内

会

町

長

は

明

治

二
十
ヒ
年
、
官

長
、
自
我
井
議
長
が
あ
い
城
県
名
取
出
柏
田
町
に
生
れ
、

五
日
午
桂
一
時
か
ら
町
公
民

さ

つ

を

述

べ

ま
し
た
グ
安
部
問

中ハ
才
に
し
て
波
道
以
来
凶
寸
年

館
に
お
い
て
安
部
町
長
の
勲
五
長
の
叙
勲
は
町
民
の
栄
与
で
も
間
一
目
し
て
町
行
政
に
た
ず
さ

等
硝
京
立
の
受
章
祝
賀
会
が
盛
あ
る
H

と
つ
い
で
各
関
係
者
か
わ
り
昨
年
の
慌
授
山
政
平
に
つ
い

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
あ
り
ま
し
で
二
度
目
の
叙
勲
で
す
。

、、.

そ
の
所
有
者
の
車
部
が
必
裂
で

す
。
こ
れ
を
お
こ
た
り
ま
す
と

軽
犯
罪
法
違
反
に
な
り
ま
す

ま
た
、
道
路
を
使
用
す
る
と
き

は
、
道
路
を
管
理
す
る
官
庁
と

特
察
諸
の
許
可
が
必
要
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
お
こ
た
り
ま
す

と
、
道
路
法
、
道
路
交
通
法
違

反
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
、
年
始
を
ひ

か
え
て
、
こ
の
よ
う
な
屋
外
広

告
物
が
多
く
な
る
た
め
十
分
注

立
し
て
町
の
美
樹
を
そ
こ
ね
な

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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係

者

が

集

ま

関

屋
外
広
告
物
を
出
す
に
は

屋
外
広
告
物
を
仰
向
出
す
る
に

は
、
そ
の
形
や
、
色
あ
い
、
場

所
な
ど
に
よ
っ
て
は
妥
飼
を
そ

こ
ね
た
り
、
公
衆
に
危
害
を
お

よ
ぼ
す
よ
う
な
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
道
で
は

「
北
海
道
屋

外
広
告
物
条
例
」
を
定
出
、
指

導
、
取
締
ま
り
を
行
な
っ
て
い

章
。
寸
3
0

と
こ
ろ
で
広
告
や
立
伝
の
た

め
に
だ
す
屋
外
広
告
物
に
は
、

広
告
板
、
立
看
板
、
電
拍
知
の

広
凡
H
の
ほ
か
、
ネ
オ

γ
サ
イ
ン

、
ポ
ス
タ
ー
ピ
ラ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
個
人
の
も

の
で
も
、
商
市
、
ま
た
会
社
の

も
の
で
も
、
ど
こ
え
で
も
勝
手

に
だ
す
こ
と
は
で
長
、
ま
せ
ん

具
体
的
に
説
明
し
ま
す
と
、

電
担
や
街
路
灯
の
柱
、
ま
た
は

他
人
の
家
屋
の
壁
な
ど
を
利
用

し
よ
う
と
す
る
と
ふ
き
は
、
ま
ず

つ

て

道
教
育
庁
の
挽
せ
ん
で
英
語

学
力
研
修
の
た
め
、
九
月
中
旬

渡
米
し
ま
し
た
金
原
中
学
校
の

県
柳
良
一
先
生
か
ら
こ
の
ほ
ど

町
教
委
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
そ

の
近
況
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

国
旗
に
宣
蓄
の
上
授
業

(
前
略
)

L

4
1
月
一一
十
八
日
ワ
シ
ン

ト
ン
市

ジ
ョ

ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
の
語

学
研
修
を
終
了
二
十
九
日
か
ら

ユ
ユ

l
シ
ヤ
i
ン
州
都
ト
レ
ン

ト
ン
市
に
参
り
ま
し
た
。
一

行

十
人
が
一
人
ず
つ
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
中

心
に
各
州
の
都
市
で
研
修
に
入

り
ま
し
た
。

ト

ν
ン
ト
ゾ
市
第
三
中
学
校

が
私
の
勤
務
校
で
す
。
校
長
は

カ
ラ
ハ
ン
氏
で
小
中
併
慌
九
年

制
の
公
立
学
校
、
生
徒
数
は
八

百
四
十

一
人
、
小
学
校
イ
凶
、

中
学
校
一
一
十
凹
学
級
で
教
員
は

六
十
四
人
の

ほ
か
用
務
員
二
十

人
も
い
ま
す
。
赤
レ
ン
ガ
の
二

階
建
で
プ
l
ル
と
体
育
館
が
あ

わ
せ
三
つ
の
ほ
か
講
堂
も
完
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
室
内
に
は

必
ず
国
旗
が
拘
ら
れ
、
夜
業
前

に
は
総
員
起
立
、
右
手
を
胸
に

図
版
に
向
っ
て

「
国
民
の
義
務

を
遂
行
す
る
L

旨
の
宜
哲
を
行

な
っ
て
授
業
に
入
り
ま
す
。
校

長
は

「
ア
メ
リ
カ
の
小
中
校
は

全
部
そ
う
な
っ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
ど
こ
か
の
国
の

教
員
に
見
せ
て
や
り
た
い
よ
う

な
政
粛
な
行
事
で
す
。

(中
略
〉

週
五
日
制

中
学
校
で
の
科
目
は
週
当
り

鶴
岡
幽
嗣
凶
隔
酬
額
属
図
麗
麗

蹴

生

E

翻

翻

先

り
ι

ぺ計

調

E
柳
よ
掴

鴎

黒
た

酬

の
お
は

E

中
ら

三
宮

邸

米

か

暗

鴎

向

山

渡

日

蹴

腿
蜘
幽
鼠
岡
闘
咽
幽
蜘
闘
岡
聞
鶴
岡
闘

英
話
回
、
社
会
二一
、
数
学
六
、

理
科
凶
、
音
楽
二
、
美
術
ニ
、

体
育
二
、
フ
ラ
ン
ス
語
四
、
技

家
三
時
間
で
週
五
日
制
で
土
、

日
曜
日
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

道
徳
教
育
の
時
間
は
あ
り
ま
せ

ん
。
校
長
に
聞
い
た
ら
、
家
庭

で
の
宗
教
へ
の
信
仰
と
ホ

1
ム

・
ル

ム

で

の

立
哲
、
生
徒
会

の
き
ま
り
の
つ
〈
り
方
は
、

H

R
担
任
の
指
導
に
任
せ
て
い
る

と
反
対
に
、
日
木
の
道
徳
の
時

間
に
つ
い
て
反
問
さ
れ
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
人
も
大
都
会
で
は
さ

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中

、
小
都
市
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

宗
教
心
が
厚
く
、
日
陥
の
判
梓

の
ほ
か
毎
月
何
回
か
の
儀
式
が

あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
全
員
の
人
が

教
会
に
集
ま
り
ま
す
が
、
カ
ラ

ハ
ン
校
長
は
け
げ
ん
な
阪
で
道

徳
教
育
の
質
疑
を
続
け
て
い
ま

し
た
。£
き
ら
に
日
本
へ
の
関
心

は
向
く
、
日
本
の
工
業
と
H
p
d開

発
民
に
つ
い
て
の
評
刷
は
大
へ

ん
向
い
よ
う
で
す
。

日
本
の
工
業
発
世間

に
驚
く

職
員
室
で
も
先
生
方
は
私
に

対
し
て
は
十
分
噂
敬
の
態
皮
で

接
し
、
日
本
の
庶
民
的
な
了
業

の
発
展
町
秘
密
を
し
つ
こ
く
き

き
ま
す
。
ま
た
、
私
の
泊
っ
て

い
る
管
理
人
も
雑
誌
を
出
し
て

お
前
の
国
の
日
本
は
す
ば
ら
し

い
と
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
日
本

を
離
れ
て
、
日
本
の
体
大
さ
が

わ
か
り
ま
す
。
日
本
人
で
あ
る

こ
と
の
あ
り
が
た
さ
が
感
じ
胸

を
張
っ
て
町
を
歩

4
こ
と
が
で

会
ま
す
。
帰
国
し
た
ら
'
も
っ
と

も
っ
と
日
本
を
紹
介
し
な
が
ら

自
国
の
よ
さ
を
知
ろ
う
と
思
い

ま

す

(

後

略

〉
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犯
罪
や
事
故
に
注
意

年
末
、
年
始
を
明
る
く

例
牛
年
末
、
年
始
を
迎
主
犯

時
平
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
段
近
は
と
く
に
青
少
年
の

犯
出
も
小
少
な
く
な
く
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
非
行
官
年
と
、

切
り
は
な
し
が
た
い
の
が
か
訓

行
型
回
。
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

凱
床
と
も
い
う
べ
き
た
ま
り
場

が
か
恕
の
芽
生
え
。
で
あ
り
、

明
日
の
日
本
を
動
か
す
青
少
年

の
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
年
北
、
年
始
に
か
け

て
の
飲
削
巡
転
も
多
〈
な
る
と

き
で
す
。
耶
業
所
、
Mm
主
、
迎

行州

um者
は
こ
れ
ら
に
十
分
な

門
誌
が
大
切
で
す
。
こ
れ
に
は

飲
食
浪
者
の
協
力
も
必
要
で
す

こ
と
し
の
件
れ
は
、
こ
う
し

た
事
故
を
な
く
し
、
明
る
い
正

月
を
迎
え
る
た
め
に
も
み
ん
な

で
白
山
ゃ
。
通
事
故
の
な
い
町

づ
く
り
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、市
中
紋
や
位
以
先
生
の

場
合
は
す
ぐ
に
一
一

O
幣
に
連

絡
く
だ
さ
い
。
(
北
桧
山
唱
〉

⑤
論
文
、
標
語
の
募
集

県
川
川
は
道
内
定
日
町
一
般
人

マ
締
切
り

」l
三
月
点
目
(
当

目
前
印
市
効
〉

マ
送
り
先

札
制
市
北
三
糸
川

七
丁
円
北
山
道
立
社
会
制
制

館
内
泊
地
力
追
放
運
動
叩

車
協
議
会
。

原
稿
は
一

--T
守
以
内
、
際
市川

は
宵
刷
引
は
が
き
に
一
円
と
す

ス
v

。

。
何
年
度
道
自
治
講
習

生
の
募
集
に
つ
い
て

道
で
は
、
将
来
市
川
村
山
円
以

に
な
ろ
う
と
す
る
唱
を
次
の
叫

飢
で
募
出
L
て
い
ま
す
。

-

拡
張
人
口
n

Jハ
イ
名

2

講
判
期
間

一

年

3

受
閉山

nm
凶
十
三
年
三

月
米
現
在
で
満
十
八
才
以
上

で
、
市
町
村
長
の
併
せ
ん
を

受
け
た
者

4

願
書
の
促
川
十
ご
月
一
十

五
廿
ま
で
市
町
村
長
に
。

道
暴
力
追
放
巡
動
州
進
協
議

会
は
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
次
の
袈
制
で
論
文
、
同
仲
間
を

廿
抑
制
市
し
て
い
ま
す
。

マ
テl
マ
か
社
会
の
き
ま
り
を

司
ろ
う
h
H

U

応
募
資
格

論
文
は
道
内
の

大
学
、
高
校
に
荘
籍
す
る
人

義

郵
送
の
場
合
は
、
同
日
十
ヒ

日
目
い
の
こ
と
。

5
m

mM

凶
イ
=一
年
二
月
九

日
午
前
九
時
、
国
説
、
相
会

数
学
、
作
文
で
桧
山
地
方
は

波
山
主

H
(商
館
市
〉

く
わ
し
い
}
}
と
は
役
場
総
務
課

に
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い。

〈〉
地
域
ご
と
に
つ
く
ろ

う
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

か
内
だ
と
こ
こ
ろ
を
鍛
え
る

た
め
の
ス
ポ

i
y
少
年
団
を
つ

r、ハ''eA''レ
ト
J
a
4
J

。

ス
ポ

y
世
年
聞
は
小
さ
な

地
域
を
吊
位
に
、
主
と
し
て
」
l

ニ
才
か
ら
イ
五
才
く
ら
い
の
少

年
を
対
保
に
つ
く
る
も
の
で
す

で
き
れ
ば

l
人
か
ら
三
十
人
の

集
ま
り
肢
も
適
当
の
よ
う
で
す

。
こ
れ
に
よ
っ
て
障
上
、
野
球

、
剣
道
、
ス
キ
1
、
ス

ケ
ー
ト

な
ど
の
マ
ハ
ポ
l
ア
活
動
を
中
心

に
、
た
の
し
み
な
が
ら
体
位
の

向
上
を
附
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ま
た
、
少
白
吋
を
羽
行
か
ら
守
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
町
内

会
や
部
務
会
な
ど
で
十
分
協
織

し
て
つ
く
る
こ
と
を
お
す
す
め

い
た

L
ま
す
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
町
教

育
委
民
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い

S
人
物
往
来

S
(十
一
月
〉

一一日
l
桧
山
支
庁
肱
梨
郡
長
事

務
辿
叫
加
の
た
め

阿

H
E
m
中
代
議
士
国
会
報
告

の
た
め

九
日
1
控
浦
町
産
業
課
長
、
同

森
林
組
合
一
古
事
視
察
の

た
め

ゐド同
日
u
函
館
財
部
長
視
察
の

た
め

十
七
日
H

八
雲
報
話
局
長
事
務

述
絡
の
た
め

道
総
合
経
済
砕
究
所

長
祝
棋
の
た
め

二
十
一

日
H

桧
川
支
庁
新
嫡
謀

長
事
務
打
合
せ
の
た

め砧
川
間
町
雌
雲
五
人

悦
祭
の
た
め

N
H
K
北
川
係
長
訓

読
の
た
め

三
十
凶
日
'
日
高
主
庁
林
務
斜

員
視
察
の
た
め

桧
山
支
庁
林
務
総
長

打
合
の
た
め

二
十
六
日
目
商
館
電
通
日
雌
際

長
打
合
の
た
め

二
十
七
日
目
青
函
局
切
二
設
計

係
長
事
務
迎
紡

二
十
八
日
H
酪
良
事
業
団
渡
辺

調
北
町
役
打
合
の
た
め

十 に次今

にな 午後九 午l六怖 か月ら

なの 金

り よ 駅
ま う の

まり 時ま 1か1.， しに時

tし二 でら
た%!'報

。 更が


